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＜概要＞ 
豊橋技術科学大学と東京大学、慶應義塾大学の研究グループは、バーチャルリアリティ

空間でのスクランブル身体刺激を用いて全身所有感と身体部位所有感の違いを明らかにし
ました。スクランブル身体刺激とは、観察者の手と足のみを提示し、それらの空間的配置
をランダムにしたものです。全身を動かしながらスクランブル身体刺激を観察すると、ば
らばらになった手と足に対しても身体部位所有感は生じます。しかし、全身の所有感を感
じることはできず、全身所有感には通常の身体と同様の空間的配置を持つ身体刺激が必要
でした。この結果は、全身所有感の錯覚には空間的配置が重要であることを示唆します。
また、人の身体的自己意識は、通常の人がもつ身体の空間的配置に影響を受けている可能
性があります。 
 
＜詳細＞ 
豊橋技術科学大学情報・知能工学課程の大学院生近藤亮太（日本学術振興会DC特別研究

員、博士課程教育リーディングプログラム学生）と大学院生谷大和、教授北崎充晃、およ
び慶應義塾大学の教授杉本麻樹、東京大学の教授稲見昌彦による研究グループは、バーチ
ャルリアリティ空間でのスクランブル身体刺激を用いて全身所有感と身体部位所有感の違
いを明らかにしました。スクランブル身体刺激とは、観察者の手と足のみを提示し、それ
らの空間的配置をランダム（ばらばらに配置）にしたものです。全身を動かしながらスク
ランブル身体刺激を観察すると、ばらばらになった手と足に対しても身体部位所有感が生
じました。しかし、そこに全身の所有感を感じることはできませんでした。全身所有感が
生じるためには通常の自分の身体と同様の空間的配置を持つ身体刺激が必要でした。この
結果は、全身所有感の錯覚には空間的配置が重要であることを示唆します。また、人の身
体的自己意識は、通常の人がもつ身体の空間的配置に影響を受けている可能性がありま
す。この研究成果は、2020年3月24日にScientific Reports誌に発表されました。 
 
バーチャルリアリティを用いて、身体運動に同期させてバーチャルな身体の視覚映像を

見せることで身体所有感の錯覚を生じさせることができます。研究グループは、2018年5
月に手と足のみを提示して身体運動と同期させることで透明な身体を知覚させることがで
きることを示しました(Kondo, et al. Scientific Reports、 2018)。その研究では、バ
ーチャルな手と足に所有感を感じると同時に、それらを補間する身体全体に所有感が感じ
られました。 
 
全身所有感は、人の身体性自己意識を調べるために重要な現象とされています。しかし

ながら、身体部位への所有感と身体全体への所有感の違いについては完全には分かってい
ません。それは、この２つの所有感を分離する良い方法が見つかっていないからです。 
 
そこで、研究グループは、全身所有感から身体部位所有感を分離する方法を開発するこ

とを目指しました。彼らの先行研究の透明身体刺激をもとに、手と足の位置をランダムに
再配置してしまうスクランブル身体刺激を作成しました。そして、それを通常の身体と同
じ配置の刺激と比較する実験を行いました。 
 
最初の実験では、16人の成人が手足のみの刺激をその2m後ろから頭部搭載型ディスプレ

イ（HMD）で観察しました（三人称視点）。その結果、手足の視覚刺激（HMDの映像）と自
分の身体の運動が同期しているとき、スクランブル身体刺激からも身体部位所有感が生じ

VR空間のスクランブル身体に感じる身体所有感 

－全身所有感は身体各部位の所有感の単なる合計ではない－ 



ました。つまり、VR空間でばらばらになった手足のみが自分の身体の一部であると感じま
した。しかし、ばらばらな手足をまとめて１つの自分の全身であるという感覚は生じませ
んでした。一方、通常と同じく配置された身体刺激からは身体部位所有感と全身所有感
（手足の間の空間に透明な全身を感じる）の両方を生じました。一人称視点から刺激を観
察した実験でも同様の結果が得られました（実験参加者16名）。つまり、身体をばらばら
に分解してランダムに配置しても各身体部位に対する所有感は生じますが、全身を所有し
ている感覚は生じません。ただし、脅威刺激に対する皮膚コンダクタンス反応計測実験に
ついては、どの条件の間にも有意な差は見られませんでした（実験参加者20名）。 
 
これらの結果は、身体部位の空間的配置が適切であることが全身所有感に必要ですが、

身体部位所有感には必ずしも必要ではないことを示唆します。したがって、人の身体性自
己意識は通常の身体部位の空間的配置に制約されている可能性があります。ただし、本研
究には、皮膚コンダクタンス反応では差が見られなかったという限界があります。 
 
スクランブル身体刺激は、全身所有感と身体部位所有感について体系的に調べる方法と

なり得ます。そして、全身所有感の錯覚の限界、つまり人は全身所有感を保持しながらど
こまで自らの身体図式を変えることが可能かを調べることに貢献します。 
 

 
図１：実験参加者（左）とそれに対応する通常配置刺激（中央）とスクランブル身体刺激の例（右） 

動画： 実験参加者の動きと同期する通常配置身体刺激の例、それに続いてスクランブル身体刺激の例 
https://youtu.be/5TX25CF8njc  
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本研究の一部はJST ERATO JPMJER1701（稲見自在化身体プロジェクト）および科研費
（JP19J12660）の補助を受けて実施されました。 
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